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書趣 意

長 挨拶△
万

全国建設機械リース業連合会

わが国の経済力は，驚異的な成長をみつLあり，今や全世界第3位の経済力を誇るようにな

った。

この経済成長の一翼を担う建設事業も，また素晴らしい向上発展を続けており、建設工事の

規模は年々大形化しているが，先駆産業と云われる建設業は急速に伸びる経済成長より，常に

一歩先んじなければならない厳しい宿命にあるので，工期の短縮，施工技術の高度化労務不

足の省力化，工費のコストダウンなどが強く求められて，居るのが現状である。

これが解決策の極め手として建設機械の全国的導入による，高度の機械化施工を積極的かつ

強力に推進せねばならないのである。

然るに、建設業の経営面からみる場合工事に必要な全機械を保有することは不可能に近いと

いわれ，必要最小限の機械を保有しているのが現実の姿である。

工事施工で不足する機械は，これを下請の所有機か．または賃貸機械に依存せざるを得ない，

こうしたことから建設業に於ける建設機械のリース業は必要不可欠の企業として成長しつLあ

り，業界の認識を深めるようになった。然し乍ら，さきに述べた通り，70年を迎えてわが国

の経済は増々 拡大するものと予測されるが，その反面，大企業と中小企業との格差が一層開い

てゆくものと考えられる。

この傾向は必然的に，われわれ中小企業に対して大企業の圧力が，ますます激しさを加えて

くるであろうことを自覚せねばならない。

それ故，私共中小企業の社会的雲境は日増しに厳しさを加え，社会的，経済的存立の基盤確立

は容易ならざるものである‘，

このように，厳しい環境に置かれて居る私共中小企業が，共存共栄の実を計る道は相互扶助

の互譲精神に立脚して，共通の利害を守るために団結し，強力な組織の下にお互の利益を擁護

することに依って，経済的，社会的地位の向上発展を計る以外に無いことは自明の理である。

このような見地から，大阪，名古屋，東京と順次結成されて居る．建設機械リース業団体が，

いづれも一地域的な組織であるためリース業全般の問題を処するには非力であることを痛感し，

3団体が主体となって全国的組織の基盤となるべき，全国建設機械リース業連合会を組織する

ことになった。

同連合会の運営及び事業活動は会則に明記される通りであるが，最も関心の高い事業活動は次

脇田竹宏

会員の皆儀にはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。

連合会も発足以来約半歳経過してまいりましたが，その間役員

の方々 の真塾ぽご協力により着々 と活動を進めてまいりました。

懸案の耐用年数短縮の問題につきましても，理事会,委員会等
吉峰雪ハナ←，黒塞の潭今会案を作成し，先般関係各方面に請願 ● ’

に於きまして鋭意検討いたし最善の連合会案を作成し，先般関係各方面に請願

陳情いたして参りましたが，われわれの期待以上の理解と，リース業に対する
認識を一層深め得さしめたというふうに判断いたして居ります。
然し乍ら問題が問題だけに速効薬的な効果は期待する方が無理で，われわれと
いたしましては，更に今後継続的にこの運動を進めてまいりたいと考えていま
す。

亦ダンピング防止の問題につきましても種々論議を重ねてまいりました。
原則的には資本主義社会に於ける競争の原理を否定するものではありませんが，
過当競争することによってお互がお互の首を締める結果とぽり，このことは企
業の経営基盤を根底から覆すもので厳に戒しめるべきものであります。
斯様な事を防止するためにも，皆が守ってゆける料金を制定すると共に，会員
の自成とアウトサイダーのない登録制の実施えの運動も進めるべきだと考えて
います。

この度連合会として始めて会報を発刊し，活動の情況を報告することになりま
したが，これを機会に会員の方々 にもなんなりとご投稿を願い，機関紙を通し
て会員相互の親睦と地域的な連繋を深め得れば幸甚のいたりです。
更に未加入の全国の同業者の方たちもこの会報をご竜になってぜひ私たちの強
い絆である当連合会にご参加下さいますよう念願いたし私のご挨拶といたしま

以上ず。

●
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の共通点を強調している。

1，適正な賃貸料金の研究並に検討。

2，建設用賃貸機械の法定耐用年数の適正化。

3，保有機械の原価償却と課税問題。

4，関係官庁との連絡，交渉および請願。

5，会員相互の建設用機械の共同利用および斡施。

その他，連合会とその会員の社会的，経済的な向上発展に寄与する事業活動など。

以上が全国建設機械リース業連合会設立の趣旨である。

全国建設機械リース業連合会

会報創刊号に寄せる

協会顧 問 建 設 委 員

衆議院議員広瀬 正 雄

今日の日本にとって，建設事業がより呈し<進められなければならないことは世の常識であり

ます。つまりわが国では，こうした社会資本の投下が今日迄非常に遅れておりかつ乏しかったこ

とは残念ながらわが国の後進性を示すもので，こういった意味において建設事業はこれからも成

鳧竈業として一層の発展をとげるものと思はれます。

この建設事業には，当然建設機械を必嘆とする訳であるが，建設技術が進めば進むほど，又建

設規模が大きくなればなるほど，更に労力不足が深刻になればなるほど，機械の需要は更に大き

くなると恩はれます。しかるに現在の建設業昔の資力では，その必要とする建設鯛戒を一々購入

することは不可能であるし，又不経済でもある。この様な状況下でリースの必要性が起ってくる

のは当然であります。

この隊に重大な使命をもったリース業者の団体である全国建設機械リース業連合会がこのたび

会蝦を創刊することになった由。つい先だって生誕したばかりの連合会が．その今日迄のあゆみ

の成果を記録して，発刊するまでに成長したことはまことに賛嘆に値するものであります。関係
者の御労苦に対し心から敬意を捧げると同時に，この会鮒が業者間に熟読され今後の指針として
利用されることを切にお祈りする次第であi)ます。

－3－
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年 頭の希 望

建設省専門委員

協会顧門前建設技監

古賀雷四郎

このところ，わが国の建設投寳は経済の高度成長を反喚して年々 上昇を続け昨矩は12兆円の

大台を軽く突破した訳であります。建設事業関係者として誠に慶祝に堪えない処であります。

しかしながら，かかる建詔投資の増大にも拘らず，その中に占める公共投資の伸びは民間の設

備投瞥のそれに比較して，墓だし<遅れ，両者問のこの格差が順調な経済活動，生活環境の改善

に大きな障害を来たしております。

このことは，現在の交通輸送の著しい渋帯混乱災害の続発依然として改まらない生活環境の施

設の事例にてらして道路，鉄道，港湾等の呑道施設，

治111治水篝の国土保全施設，その他上下水道，住宅等の生活環境に関す施設，即ち社会投資の

拡幅Iま，より一厨急テンポに推進されなければならない処であります。

1唱和4↓6確度の政府関係予算，ならびに財政投融資計画については，目下その編成作業が進め

られている段階であります。政府においては，特に決断をもって経済成長に均衡した，公共投資
の拡充に一段の配慮を加えられることを期待している次第であります、
70佐代の初頭において住宅，情蝦瀧業，レジャー走業，公害対策の強化等，四本の柱を中心

として扇民の消溌支出は増々伸びる傾向にあります。
これに関連して自然と人間のよりよい調和を図るために今後政府投資は一段と飛騒することは

論をまたないところであります。

わが国の国士建設はこうした面で新な段階におかれている次第であります。このような車から
今後ぼう大な建譜率篭の消化について多くの施策を必瘻とする訳でありますが，私は次の施漉の
実現に大きな希望をいだいております。

先ず建設産業の円滑な遂行を図るために建設聴業の近代化と合諏化を進めなければならない。
そのためには既に話題になっております建設労働力の不足と次鱒に増大している大規模工事の早
期達成に対処して建設榔賊の重点的有効利用の促進，これに関連する企業合同や協業化（建設機
城借入の合理化）等の経営の合琿化と近代化の諸問題を解決したいと願っております。このため
には是非とも皆艤の深い御琿解と御協力が必要であります。
したがいまして,今後より一厨のこの何に関する御支援と御協力を御願いする次第であります。
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メリカに追いつけの生癩第一主義で，日本経

済の安定成長を目指した佐藤内閣の施策は，

国民のえい智と勤勉に裏打らされて，オリン

ピック当時を’00として,成長指数は168

と’実に’7割も国民総生産を伸ばし，世界

第3位の座を不動のものとしたのであります。

然し,国の構えが大きくなれば，それだけ，

国際間の付き合いは広がるし，日本の勝手ば

かりは云えぬ立場に立つ道理で，これからは，

政治，外交，経済のあらゆる面で，新しい構

想というか，厳しい現実に立ったプランを組

んで進む時期に来たと云えましょう。

今短は’この意味からⅡ曲り角に立った日本、

と表現してよいでしょう。

先づ，今年は，東京都知事選をはじめ，全国

各地で，知事’地方議員の選挙が一斉に行わ

れ,6月末には参議院の半数選挙が行われま

す。吾党は70権に対処して何にを行わんと

するか，激烈な言論戦が展開されてゆくわけ

ですが，吾党としては，安保の自励延長と沖

縄返還，それに経済成長を足場にして，この

70年代は，国民福祉を最重点に置く政策を

広く国民に訴えてゆく方針です。

佐藤総理が，60年代はⅡ成長なくして福祉

なしⅡの政策で来たが，この70匪代は'1福

祉なくして成長なし!!。つまり，国民の福祉

に害のある経済成長策は決して採らないのだ

という曜い決意を持って，物価と公害を二本

の柱に，国民生活の向'一と，生活環境の改善

に向って，党の命運を討けた政策が展開され

ることをお約束します。

ともあれ，国民一人一人が，毎日の生活に

生き甲斐を感ずる日本を，特に，青年諸君に

前途に夢と希望力特てる日本をつくるために，

われわれはその先頭に立ち，国民各層の協力

で，立派な日本を築き上げてゆきたいと思う

のであります。

皆艤のご多幸をお祈りして創刊号のご挨拶

といたします。

を祝って創刊 号

衆議院議員外務委員長

中小企業振興議員連盟会長

協会顧問田中栄一

寄
民
の

この目標達成は，上首尾に終り，これに

せられた世界各国の賛辞とともに，わが園

に大きな自信と誇りを与えたことは，無形

大収礎になりました。

なお，この二つの催しを完碇なものとす

ため，世界に誇る東海道新幹線や，東名，

神，中央の高速道の建設が短期間で成し遂

られたことも事実だし，東京，大阪の街に

超高層ビルや高速道路，そして，地下鉄網

急ピッチで建設された大収穫もあ己たわけ

すb

なお，オリンピックや万博とは，直接の

係はないのですが，昨任は弓米安保70年

危機と騒がれました。

このたび，全国建設機械リース業連合会が

会員相互の連絡と親睦，また，事業上の広嬢

活動を活溌にするため，会報を創刊すること

を知り，心からの拍手を送って，その成功を

祈りたいと思います。

こ畠数年，弓本国土全体の開発というか，

都市農業を通じて地域開発が急ピッチで進め

られており，リース業も，逐圧，ご繁昌の一

途をたどり，ご同慶に堪えないわけですが，

日本では比較的新しい津業だけに，機城の償

却について税制面で，また，新税機械の登場

などで，資令面，令融面で．云い知れぬご苦

労が多いこと猶存じます。

私も，顧問の一人として，本会報倉I刊を機

に，よく業界の実態を把握し，業界発展に支

障となる諸々の懲路を，皆さんと一猪に解決

してゆきたいと存じます。

こ畠に，会鍛の発刊を心よりお祝い申し上

げますとともに，新しい任，1971矩を迎

え，所僖の一端を申し上げたいと存じます。

60俸代のq本は，7矩前のオリンピック

と昨俸の万国博という闇家的事業を仕上げる

目潔をもって総てが･肋いたといって過言であ

りません。

⑧

ろ

３

名
げ
は
が

で

開
の

幸い，万国博を成功させようというムードに

その蝿ざも追いやられ，考々 ，日本の安全と

繁栄を維持するためには9q木自らの防衛努

力を稲極化しつ要も，日米安保でこれを補っ

てゆくのが最善だという国民意議が感り上り，

一郭過激派学生の暴挙には，この世論の叱謹

が浴びせられ，こゞ に，防衛問題に対する雨

民与論は，安保自動延長に軍稲が挙がったわ

けです。

更に云えば，60任代は，イ可んといってもァ

の

－5 －
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き，同オリンピックの開催は，建設磯城リー

ス業が今日の隆確への大きな段階となったも

のである。

また，今日発会式を挙げる連合会の結成に

関する東西業者の歩み寄りの契機となったの

は，ヤンマーデイゼル(閑による貢績が大きく，

同社の見学後に訪れた，大阪千里の万国博覧

会場建設工事場見学後，東京・大阪の同業者

が懇談会を開いて共通の問題点を語り合い，

意気投合し同業者の呼吸を合せる点では多大

の収狸を得た。その後，東京・大阪より名古

屋の中部建設機械!)－ス協会に呼びかけ，同

協会の創立満2周庄祝賀懇談会へ東京・大阪

の代表者が参列して隔意なき意見の交換を行

い，全く同一見解の元に，連合会結成への気

運が愈々高まったのである。その後，咋錘11

月7日東京駅八重洲ロ前のヤンマーディゼル

東京支店において，大坂・名古屋の代表者を

迎えて連合会結成への打合せ会を開き，趣意

番，会則，役員人事などが決められた。

そして本年2月名古屋においてR地区代表

が集まって連合会設立の幹事会を開いて協議

した結果，本日（4月16弓）大阪で発会式

を挙行することが，最終的に決定して今日の

目出度い，この喜こぷべき発会式となったの

である。

以上が連合会結成までの経過報告である旨

の挨拶があった。

とめていき度いと思います。

幸い，東京の山内さん，大阪の志茂坂さん，

名古屋の宮野さんを始め，各地区選出の役員

の皆さんも大変御立派な方々ばかりでありま

すので，私としては安心して御相談申し上げ，

御協力を得て連合会の事業を進めて行けるわ

けであります。

わが国の建設状況を見ますと，国土の再綜

合建設という大プランの中で，大工事に於け

る工期の短縮，人手不足の消力化等，その効

果をあげるための建設機械導入による道路，

鉄道，港湾等の建設工事の能率アップは当然

のなり行きであります。

こうした時代が要求する将来性ある産業と

して建設機械業とりわけリース業は非常に

有望であると思いますが，かといつて，今日

の国際化時代のなかの経済の構造疫化のテン

ポを傍蜆して居るだけでは何等得るところは

有りません。

有望なリース業を本当に実のあるものにす

るには，東京・大阪・名古屋の業者が中核に

なって，全国建設機械業の共存共栄を図らね

ばなりません。

この意味から，本日の連合会発会式の意義

は大きく，今後はこの組織を更に強化するこ

とによって，リース業者共通の問題点の解決

をはかり，お互の利害を擁謹し，業者の向上

発展業者の福利増進に寄与せんことを切望し

て御挨拶にかえる次第であります。

このあと，大阪府知事，大阪市長大阪府

会議長を始め多くの来賓祝詞が述べられた，

また，根本建設大臣，菅野代議士を始め関係

官民間よりの祝電が披露され，志茂坂副会長

の閉会の辞が述べられてこの記念すべき発会

式が終った。

全国建設機械リース業連合会

記録式
合
云発

だけ

島と

本の

てう

にな

こうした時鑪のとき各地区ごとの活動

では済まされない霞々な問題を，日本列

いう細長い国ではありますが，これを一

糸の下に，建設機械リース業者が参集し

共通問題の解決に当ることが出来るよう

全国建設機敏リース業連合会の発会式は，昭

和415"4j月16日午後2時30分．大阪市

東区大阪商工会議所4階会議室において

地元の大阪建設機械リース協同組合組合員

東京建設機械リース業協会．会長山内鹿

氏外10名・中部建設機賊リース協会会長

宮野正三氏外6冬（各地区代表）が出席．来

賓には，大阪府知事・大阪市長．大阪府会議

長・大和銀行専務取締役・東京建設機械業協

会々長などを迎えて確大に開らかれた。

連合会結成の目途は，置貸料金の是正．耐

用年数の適正化・登録制による業者の畜雷向

上など当面する問題解決のため，全国同業者

の結集を図るにあった。

発会式は，浜田事務局長の司会で開始され

た。

開会の挨拶宮野副会長

日本におけるリース業が近代産業として脚光

を浴びて来たのであるが，アメリカに於ては

6年前に，すでに岸業部門におけるリース化

が80影以上といわれて居り，物は持つもの

でなく使うものなり，が日常生活の中に行な

われて居ます｡わが国の建設機械リース業も

過去数年の実績のうえに更らに飛踊のときを

迎えております。

●I

つたわけであります。本日は私共連合会員に

とっては，まことに記念すべき日であると云

わねばなりません。

この喜こびを申し上げて開会の挨拶にかえ

る次篭であります。

津合会設立の拝過報告山内副会長

リース業は名称の疫藩にみられるごとくそ

の歴史古く昭和20年頃からレンタルとい

う名称で仕事が始められるようになった，そ

の後，大阪地区の業者によって大阪建設機械

リースレンタル組合がつくられた，これによ

り建設機械業のリース面における活動が組合

単位で推進される基礎をつくり，大阪で組合

が結成されると，東京，横浜，名古屋等でも

建設機械業の組合がつくられ，中小企業者に

よる建設機械業が関係者から十分認められる

ようになった，また数産前に行なわれた東京

オリンピックのための工事進行中ごろから，

関東地方におけるリース業がにわかに活気づ

）●

初代会長脇田竹宏挨拶

浅才非学の私が，連合会の初代会長に押され

ました私はいま感激とその青任の重大さをひ

しひしと感じて居ります。この連合会の設立

を機会として，全国建設機械リース業者のた

めに蘓斗，徴力ながら連合会事業の推進につ

7－ 8－
ー
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発会式の歓び
副会長志茂坂 敏

この度連合会の機関紙として，会報の@I1刊号が発刊されるにあたり編集部
より発会式の歓びというテーマで何か書くようにとのご注文ですので’4月
16日のあの感激をビデオで再び皆さんと共に歓びあいたいと思います。

発会式の準備一切については連合会の設立経過等から大阪の私共に一任され
ましたので，私も実行委員の一員として，何んとしてでも立派な辱かしぐな

いものにしなくては大阪の恥だと役員は勿論のこと組合員の方々 にも御協力

を願い一生懸命これに取り組んでまいりましたが実を申ますとあれ程驍大に発会式が挙行されよ

うとは思いもよりませんでした，当日になって奉加人員が予定より大幅にオーバーし100名近

くにもなり，会場が手狭まになり大あわてに増室申込せねばならんといふようなうれしい手違い

もございました。

発会式は午後2時からの予定でしたが名古屋からの皆さんがいろいろの行違いから開会時刻がせ

まるのに一向に湊が見えず来賓の方達はすでに会場に見えておられるし時はいよいよ迫って来る

し全くその間の気遇いは今思っても冷汗三斗ものでした。

そんなこんなで開会は月0分程おくれて午後2時30分より浜田事務局長の司会で始まり開会の

辞も併せて述べるというナンセンスもありましたが後は式次篭により，山内副会長の設立鐇圖報

告，脇田会長の挨拶につづき来賓の方たちより夫々 ご祝辞をいた笛きました御来賓には大阪府知

事，大阪市長，大阪府会議長，大和銀行専務取締役の方々がおみえになりました。なかでも市長

代理の工藤経済局長さんのユーモアたっぷりの中irもリース業のポイントをつかまれた祝辞には

万雷の拍手と爆笑のうおにもわれわれとして特に感銘を深くいたしました。

篭一部の発会式も若干の手違いはありましたが以上の樋り滞りなく終り別席にて鏡二部の懇親会

に移りこれ叉浜田事務局長のユーモアな司会に始まh一同和気諏々のうちに談笑本当に実のある

宴を終りました。

後は叩か蝿h乍ら発会式に来看として御出席下すった寺下府議（議長代琿）より，全国の連合会
の葬会式といえば何によらずいつも東京で開耀されるのが常識なのに大阪にもってこられか<も

嬢大に開かれたことは商業都大阪の面目踊如たるものがあったと称讃のことば鞍いた宮き’会の
運営に崎はった私共として全くうれしい限りでした。
連合会も誕生してまだ半歳これからますます成長してメリ”'卜のある連合会に育てあげるよう頑
張ってゆきたいと念願いたしております。会員の皆嫌方の一層のご協力を切に期待して発会式の
歓びといたします。

S45．10.1
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発会 と

恰も1970年，万国

博の開催されて居る大

阪商工会議所の桜上.に

於ける，全国建設機械

リース業連合会発会式

の際リース業の沿革，現在の動向，将来へ

の観測，心職え等につき各官庁，関係団体

代表より御挨拶が申し述べられました。

その礎，連合会の運営企画に基き会員の拡

充，適正賃貸料令の研究，耐用年限の短縮

運勧並びに陳情，登録制度の採用等につき

検討，不良業者の蕊滅，ダンピングの防止，

遊休磯城の壱流等幾多の諸問題と取組んで

連合会の発展が即，会員個々の繁栄に直結

する機織の基礎を形成しつつあhます。

今やリース業界は，ファイナス並びにオペ

レーション共に建設業界に於て，効用を重

視せられ高度の活用を受けるに到りました。
関係官庁の建設省に於ても，公文書を以て
リース業者を招集し共同体の会員で在る無
上､を問わず,業態の錦密な調査を行う為の
打合せがあり，庄内にその回答をせねばな
らない’購唄の旨承って参りました。
この調査は，将来リース業者持定指定業唾

として，しかも業者の登録制度採用ともな
れば，主務官庁の指導及び中小企業近代化促

促進法，中小企業設備近代化資余助成法の

適用が受けられ，また，オペレーターの査

定’法定耐用年限の是正の促進等，凡ゆる
利点の恩典に浴することの出来る基本とな

0

そ の後

副会長山内鹿蔵

るべきものであります。

会員各位に於てはこの事を十分御認識下さい

まして，此の調査に応じ官庁の意図に御協力

下さるよう此の機会に御願い致し度いと存じ

ます。

なおリース業者（兼業者を含む）であって，

現在のリース組合，リース業連合会雲，団体

に御加盟になって居ない業者で，この状況を

不明の方が御知合いのなかにあれば，出来得

る限りの真実，確固たるリース業の実態を集

結して主務官庁に連絡するため，最寄のリー

ス業団体に御加入下さるよう，この紙葉を通

じて御依頼申し上げる次第であります。

このように急速に登達致しましたリース業界

として，全国連合の機を得て積重なった，凡

ゆる諸問題に取りくんで各地域の活溌なる御

意見，御希望を出来得る限り速やかにキャッ

チし，十分研究，検討の上これを実践するこ

とが当連合会の主旨であり，更に，関係官庁

の批準，顧問，諸先生方の御指導を得て連合

会，協会，組合，会員の日進月歩，将来の繁

栄につながるよう，この間，会員の費質の向

上，人格の昂揚，良識を以て経済成長の先駆

康業である。建設業の機械化部門に於ける全

面的担当を自負出来るよう，大いなる飛踊を

目指して大いに発憤致し合いたく存じます。
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創立までの歩みの門出望希 /、

全周建設機械リース業連合会が昭和45年4月16日，大阪市東区の大阪商工会議所で発会式を

挙げるまでには，次のような経過を辿ってきたのである。

その端緒とばつたのは，東京建設機械業協会が，昭和44年7月17，18両日に亘り，ヤン

マーディーゼル㈱の工場及び万国博建設工事現場の見学に西下したとき，同協会の篭1リース部

会（現東京建設機械リース業協会）部会長，山内鹿蔵氏外40余名と大阪建設機械リース業協同

組合，理事長，脇田竹宏氏及び志茂坂，和田副理事長を始め役員とが，ヤンマーディーゼル㈱本

社で会合して同業者間における共通問題を主とした懇談会が閑らかれたのである。そのとき，建

設機械リース業における諸問題の解決には，同業者の全国的組織の必要性が強調されたのが連合

会結成えの蕊一歩となったのであった。

またその頃，建設省においても建設機械リース業に対して次のような動きがあった。

副会長宮野正
一
一
一

しながら小さ核分子の集団爆発によってあの

水爆が起ると同じで，私共単細胞も集団によ

り大資本，大企業に対抗して一歩もひけをと

らないのでありますが，これは会員一人一人

が信義の上に立脚しての各々の責任観が必要

であり，その積重ねが連合会の成果であると

存ずる次籠であります。

私共は会員としての義務を果たすと同時に，

その権利も十分主張しなくてはなりません。

否，むしろ当然与えられるものと確信致しま

す。

それは皆嫌の断呼とした団結によるしかない

ものと思います。今やリース産業は成長癩業

として世のスポットライトを浴びてきました。

連合会の発足は，私共が待ちこがれて居た団

体であり新らしいスターの登場でもあります。

何卒，このスターが私共のアイドルとして永

篭に栄光あらんことを切望致します。

また，連合会の結成は，早晩全国の同業者

が手に手を取り合って共通の問題点解決に力

を合せ，小さくは個々の福利を護り，大きく

は，中小業者の向上発展に資しβ|いては国家

の発展に奉仕出来るような希望の門出であり

資本主義は大企業のた

めにあって私共小中企

業に対するその歪の圧

迫は，あらゆる角度か

ら悪循環が繰返えされ

●C
ー

て居ることは御承知の通りであります。

たとえばビールの値上げ一つにもそれを押え

きる事が出来ないような貧困な現政治力下に

あって，安心して政府に頼れない私共は，自

衛手段として私共の力で現在を食べて行かな

ければなりません。

また，私共のリースが新興事業であり過度

期的時代にあるため，世は値上りムードの中

で徒らに過当競争に落ら入り易い弊があh,

加えて個々 の所有機械にもその数暇に限度の

あることも無理ないところであります。たま

たま声名，名神の全通によって東海道メガロ

ポリスは数時間で，大型機械の祷動も可能と

なりました。

只今こゞは，私共連合会が発足されました

がむしろ時壗おそしの感があり，なるべくし

てなった必然の婆であり，当然の成行であっ

たと，私は思うのであります。

私共一人一人は小さな単細炮であります，然

建設省 の動き

建設省では，急速に進んできた建設機械リ

ース業界の実態を把握すべく，その実態調査

を昭和44犀度から始めたのであった。

この調査は，建設工事の磯械化施工をより

効率的なもとするための一つとして，実態を
握り，管貸制度，をも確立して行こうという

ものであってその成果に大きな期待が寄せら

れたのであった。

その調査内容は次のとおりであf),今もな

お続けられている。

1．歩掛り調査

近年，建設磯械の進歩は著しく数多くの新

機種が実用化されている。それに対応して

種々の現場条件下における機賊施工の歩掛

り調査を行い，これをもとに陳準歩掛りを

定め，工事費の積算基準を作成する。

2，建設機械

寳貸業者の実態調査，最近建設機械の賃賃

が感んになっているため，これらの実態を

把握し，その適正な賃貸制度を確立する必

要があるため，全国の賃貸業者を対象に次

の諸点の調査を行う。

（1）保有磯械の機種と台数

（2）俺間･箇貸実績と賃貸料

（3）企業の規模と経営内容

これによって建設機械賃貸業者の全容をつ

かみ，賃貸制度の適正化を図って行く。

8，建設機械の改善指導調査

効率的な機械化施工を図るためには，建設

機械の改良と開発を進め，すぐれた機城を

普及しなければならないのであるが，その

ためには施工の実際に即した職械の開発調

●"）
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-.11- －12－

1



たリースが，現在このような盛況は正に隔世

の感ありで感慨無躍でございます。

また，私はつとにグループ活動の必要性を

とき，一匹狼の時代でないことを強調して協

会を発足し当時1日も早く東西との提携を提

唱してまいりましたところ，本日はからずも

この宿望がかないましたことは無上の喜びと

いたしますと共に，漸やく私どもの今後には

っきりと一つのルートが開けて来た事を心よ

お祝い申し上げます。御承知の通り大資本は

次から次へとリース業への転向を表明してお

ります。加えて資本の自由化による外国資本

の導入は，私共への大きな圧力となるのは時

間の問題だと思います。

私』評小企業がこれに対抗していく唯一の

道はグループ化に依る団結しかありません。

一本の矢は折られても三本の矢は折られま

せんといわれます。その意味におきましても

本日の会合は実に私共の生活のかかった重大

なものであり，この機会を充分に活用して本

日を意義あらしめる様に御協力をお願い申し
あげる次第でございます。

目を転じてリース業の将来性を蕎えますと，

わが国の企業の平均自己資本率は20パーセ

ントを割っており，従来は他人の資本に依存

しながら設備投資を進める傾向が殆んどであ

りました。借入金の増大は必然的に企業経営

の不安定不健全につながることは当然のこと
であります。

ここに自己資本を使用することなく設備を

調達できるリース制度が今の時代にアッピー

懇談会記録

日時昭和44隼10月9日午後3時

場所名古屋市中村区西柳町・みやこホテル

懇談会は，中部建設機械リース協会参与

岩田正治が司会者となり会を進行した。

会の進行を円滑に進めるべく議長席を設け，

中部建設機械リース協会会長宮野正三・

東京建設機城業協会篭1リース部会会長

山内鹿蔵・大坂建設機賊リース協同組合理

電長脇田竹宏只氏が議長席に着き開始され

た。

名古屋代表

宮野会長挨拶

本日は御多用のところ，遠路はるばる御来

会下されました，大先輩である東京と大阪の

盟友をお迎えして，ここに私ども協会の十月

の懇親会を開催させて載きましたことを厚く

御礼申し上げますc

この会を進めますまえにお断わり申し上げ

ておきますのは，本日はあく迄東西の方々と

の初顔合せ親睦をお願いする懇談会でありま

すので，肩書きぬきで，御風呂の中で世間話

しでもして誠<ようなくつろいだ御気もちで，

この会を進めていきたいと存じます。

’)一ス業がここ2，3年の間に急速に世の

脚光を浴びて私どもがあれよあれよと見守る
中を購異の発展をとげてまいりました。この

ことは皆様方御存じの通りであります。私が

創業10年目に賃貸に踏み切って，その後10

年名古屋に一軒だけで当時笑い物でありまし

な機械化施工が可能となるなどのメリットが査が必要となる，したがって，騒音防止，

労働災害防止等に関する調査を進める。

以上の調査であるが，特に注目すべきは，

第2の，建設機械賃貸業者の実態調査でふる。

この制度力確立されると，建設業者が必要

な梯械が賃借り出来るようになるため，

建設機械への過剰投資が規制され，効率的

ある。

このため瀝設省では，建設機敏賛貸業者が一

段と向上発屈して，適正な雷昏制度が討立さ

れてきた壌合，建設業者の念願である，施工

能力判定基準となっている保有台数制度を散

発することも考えて居る。

C ●

団 体 の 第 1回懇談
一
一
一

↑
云

他方，名古毫に於いては，中部建設機城リ

ース協会が創立満2周年祝賀懇談会を開催し，

東京，大阪との麦流を計画して居たのであっ

た。

此の計画は新興事業であるリース業には種

々な問題点を包蔵して居f),これが解決には，

全国の同業者が相溌えてその解決に当らなけ

ればならない。このような見地から訓立満2

周fEの記念行事として東京・大阪の同業者団

体へ呼びかけることになっていたのである。

既でに，東京・大阪のリース業者は前記の

通り7R1RI二Iに懇縦会を開いて意気相通ず

ろものがあり，折から角古屋より親交を深め

たい庫籍があったことから，連合会結成への

気運大いにあがh,10R9FI,復古犀駅前，

みやこホテルで三団体代衰者が一場に会し，

連合会結成への懇談会参開いた。

出席者は次の代表者である。

東京側代表

東京建設機械業協会

篭1リース部会長山内鹿蔵

副会長小俣実・委員田中孝之．′'新

111大吉・専務琿事林茂

大阪側代表

大阪建設磯械リース協同組合

理事長脇田竹宏・副琿事長志茂坂敏・

琿瀕水田仁作・〃和田繁夫．驍事広球

三坪・浜田事務長

名古屋側

中部建設磯城リース協会

会長宮野正三・副会長広田正男.′'滝

太三．琿事吉岡賢長．〃安江新太郎・驍

車大竹一弥・′'松岡史郎。外顧問・参与．

）
の

会員．
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には皆様と共に相携えて行きたいと思います。

最後にこの懇談会を成功させるよう皆様方

の絶大なる御協力をお願い致し，基だ簡単な

がら御挨拶申し上げます。

申し上げて挨拶にかえる次第であります。ルされて来た事は流通磯構の自然の姿といえ

るでしょう。特に全国企業の85％を占める

といわれる中小企業がリース制度を利用する

ことで，資金調達面での金融機関の補足的な

役割を果していることは銀行筋においても，

これを認めております。ユーザーにとって所

有することに依る税務，保管，維持，整備，

人員，関係等のあらゆる諸問題から解放され

て経費一本で処珂できるリースのメリ)ツトは

その資本力の蓄積と相まって何等説明を要し

ないことは露の当然でありますも物は所有す

るものにあらず，使用するものであるとの時

代感覚は漸やく新しい波として人口に臆灸さ

れて来ました。

今後リース業は新しい時代の花形として益

益発展してゆくものと思います。

何卒，本日のこの貴重な時間を基盤として，

大資本に対してゆるぎない私共グループの強

固な態度を作ろうではありませんか。私はこ

のことを深く願望して挨拶にかえろ次第であ

審議致したいと思います。

云いおくれましたが，私達協会の沿革を簡

単に申し上げますと，戦後に出来ました建設

機械業の親和会が発展して，東京建設機械業

協会が設立されました。

最近における!)－ス業の発達と共に建設機

械の賃貸も多くなって土建ブームと共にリー

ス業も脚光をあびて来ましたので，リース業

への転向，開業等により，協会の中ふろ業種

別四部会（製造業・販売業・サービス業．リ

ース業）とありましたが，リース部会が発展

的に第一リース会となったのであります。

本日の会合へ出席することになった経過は，

私達がヤンマーの長浜工堀を見学して翌日，

大阪代表

脇田理事長挨拶

昔より暑い寒いも彼岸まで，まことに凌ぎ

良いときであります。

そのうえ本日は大安でもあります。この吉

日に皆様と共に胸禁を開いて語り合えるのは

まことに幸せであります。

只今，宮野さんを始め山内さんの話にあり

ましたように，私達は相たずさえて，リース

業の為に共存共栄を願わねばなりませんが，

すでに御両人からお話しがありましたので，

この話しは抜きにして大阪建設機械リース協

同組合の沿革についてお報せ致します。

昭和30年に大阪の同業者間から組合を設

立してはの声があり，31年に設立の準備を

始め，32年に大阪建設機械商業協同組合を

設立致しました。当時は15名の組合員でし

た。4JO年までその組合で来ましたが，組合

員も多くなり，4’1年に今のリース協同組合

に組織変更しましたが，当時は，建設省も通

産省もリースの言葉が理解出来ず許可を取る

のに大変苦労致しました。

最近はリース・リースと呼ばれるようにな

ったのは時代の流れでありますが，銀行筋に

おいても，今後の有望事業は，リースとレジ

ャー津業が最も良いと云います。

このように，リース業は将来性のある明る

い事業でありますが，現状は楽観を許さない

いろいろな問題がありますから，これが解決

三団体の会長挨拶に引続き次のような三地

区の概況報告がなされf妻。

三地区概況報告

大阪地方，数年前まで借主が記名の機械を

嫌って居たが近頃はそのような事はない。

同業者は転向，開業等で増えて居るが，中

には小さな業者が出来て法外産賃貸料で貸す

など，ダンピングが大きな問題点となってい

る今後新規加入業者については撰択しなくて

はとの考えも歩､る。この外は東京，名古屋と

同じだと思う。現在加入者は54社。

東京地方東京建設機械業協会は会員276

社で，殆んどが中小企業である。この外関東

地方に70社前後の同業者が居り，ことに神

奈川県には50社位は居ると思う。

賃貸料金については，協会制定の料金につ

いては，協会制定の料金表を各会員の店先に

掲示して料金の安定に努めると共に会員章も

掲げてある。

統一賃貸契約書を定めて，保証金契約履行

等の統一を図っている。不良業者の通搬・金

融座談会・建設省・建設業者との座I淡会等を

開いて，不測の損害を防ぎ，相互の洞唐調整

に努めている。

今後は，手持在庫機の交換利用不良同業者

の啓蒙・耐用年数の件等考推進する。

｡
、 ●

万博の工事現場を見学した際，大阪建設機械

リース協会の代表の方と会って建設梯械リー

ス業団体の連合会について，種々 意見の交換

を致しましたところ，凡ての面で意気流合致

しました，その折，名古屋とも手を結んで，

大阪，字古犀，東京の連立が必要であるとの

見地から本日のように駈ったのであります。

先程宮野会長が云われた通りリース業界では

一匹狼的な鰯1きは止めて，共存共栄の実をあ

げるべく連合による，諸問題の鯵挟が必要で

あると思います。

今後，全国連合体の発足までに発展させた

いと思うが，それにはこの中京における会合

が重要な役割り亭果たすものと存じますから

奨来の為になるような会合に致したいと切望

致します。

どうか，皆様方の心からの御協力をお願い

ります。

）
●東京代表

山内会長挨拶

只今御紹介浄受けました山内であります。

本日は中部建設機械リース協会のかくも盛

大なる懇淡会へ，東京の代表として私始め理

事役員6名が出席させて戦き有難う御座居ま

す。今後とも宜敷しくお願い申し上げますへ

本日の懇談事項にはわれわれリース業にと

って大疫軍要淀事項がありますので，慎重に

１
１
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連合会設立打合せ会

時日昭和45年2月3日午前11時30分（昼食12時30分）再開午後1時

場所名古屋市中区栄町交叉点北西角坂種ビル内橘惣

出席者東京建設機械リース業協会

山内鹿蔵（三明興業㈱）小俣実（㈱オマタ土鉱機）

田中孝之（築紫建機㈱）新川大吉（新川工業㈱）

大阪建設機械リース業協同組合

脇田竹広（脇田機械㈱）志茂坂敏（㈱関西機工）

浜田豊（大阪建機リース協事務局長）

中部建設機械リース協会

宮野正三（㈱宮野機械）広田正男（大平リース㈱）

滝太三（滝富工業㈱）二宮録郎（中京機械㈱）

安江新太郎（㈱名古屋さく岩機）萩原幸洋（㈱萩原商会）

稲葉雄一郎（稲葉ウエルダー商会）

重孝氏（愛知県建設業会専務理事）の激励挨

拶があって懇談会を終っ方。

懇親会へ移るに先立って，東京代表田中

孝之氏（筑紫建機㈱社長）より緊急動議とし

て，中部建設機械リース協会の御骨折りで，

本日有意義な会合の出来たことを厚く御礼申

し上げます。

この会合をより有意義なものにするため，

これを契期に全国連合体を早急に成立きせ為

よう，皆様が協力することを確認致したい。

との発言があり，万場拍手をもってこれに応

えた。

次回は11月7日

東京 開 催 に 決 る

懇談会終了後，三団体の代表者が別室にお

いて次の事項を打合せ次回は東京において

11月7日に開催することに決定した。

打合せ事項

1，連合体の名称について

2，連合体の設立委員について

3，耐用年数について

4，リース業の登録制について

5，次回開催地について

東京に決定（大阪・客古屋の代表は各3名）

名古屋地方昭和42年春に宮野機械・小

出商会・滝富工業・松岡レール・中京機械・

福井電機の6社が集ってリース協会の設立を

協議したのに始まり，同年9月23日に創立

総会を開いてリース協会が出来た。当時は16

社であった。

現在は正会員25社・賛助会員13社の36

社である（この外新加入希望者が後5社）

事業活動は，賃貸料金の制定・遊体機械の活

用・正常取引の確保・耐用年数及び課税の研

究・建設業者及び関係官公庁との座談会等を

行っている。

以上0謝告がなされた後・懇談事頂として

次のことが論議された。

1，標準賃貸料金の件

2，耐用年数の件

8，東西間に於ける遊休機械の活用その他の

件

また懇談事項と蝿夢は次の通り

1．標準賃貸料金について

2，耐用年数について

3，東西間に於ける遊休機械の活用について

上の事項が話題の中心でず､り，宮野．山内．

脇田三氏を始め，東京代表小俣実氏（㈱オマ

タ土鉱機社長）・大阪代表志茂坂敏氏（㈱開

西機工社長）和田繁夫（㈱和田工業所社長）

名古屋の大竹一弥（大竹建機捧業㈱副社長）

等より発言があり，業界がますます発展する

ことを目指してお互に協力し努力すること葎

申し合せた。

また，中部建設機械リース協会顧問d癖

‘ ●

第1回幹事
谷
云

（顧問製の必要の有無）

2，会費の負担額決定並に徴収方法

団体会費。個人会費に就て

3，設立趣意書の内容検討

4，連合会設立総会日程について

5，その他

議事審議に先だって宮野議長より，本日は

節分でもあり，まことに良い日柄に皆様連合

会の創立準備の会合を開くことの出来たのを

心から喜こんで居る。私共リース業が70年

の成長企業の一つに教えられ，テレビの話題

になったことを考えると，今年はわが国産業

経済界の組上にのぼるのではと思う，前途の

この日の議題及議事進行は次の通りであっ

たが，緊迫した空気の中にも絶えず笑いの漏

れる和気あいあいとした如何にも同業者の会

合らしい雰囲気の内に行なわれた。

議長に担当団体である中部建設機械リース

協会会長，宮野正三が選ばれ，議事進行は同

協会の参与，岩田正治が司会（指名）で進め

られた。

会議事項

1，一般経過報告（3団体）

幹事氏名の報告

議 事

1，会則の再確認
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